モデル事業実施施設・事業報告書

【（様式②）モデル事業の実施プロセス・効果】

※モデル事業実施施設が執筆してください（字数制限なし）
１．モデル事業の計画段階のプロセス（※どのような困難や葛藤があったかも含めて執筆）
　① モデル事業の申請に至るまでのプロセス

	・どのような目的や動機、施設内の話し合いがあって申請に至ったのかを執筆




　② コンサルタント等の選定におけるプロセス

	・どのような目的、施設内の話し合いがあって申請に至ったのかを執筆




　

③ 対象事業（対象作業科目）の選定の方法とプロセス

	・どのような対象事業の選定方法（市場調査の実施や現状の作業の検証など（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む））を行い、その結果どのような施設内の話し合いがあって対象事業の決定に至ったのかを執筆




　④ 具体的数値目標・改善計画の策定のプロセス

	・具体的数値目標や改善計画の策定（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む）にあたり、どのような施設内の話し合いがあって決定に至ったのかを執筆




　

⑤ 地域ネットワーク会議の設置に至るまでのプロセス

	・どのような目的をもって地域ネットワーク会議を設置したか、どのような施設内の話し合いがあって構成委員を選定し、地域ネットワーク会議の設置に至ったのかを執筆




　⑥ 職員への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように職員全体に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共有理解を図ってきたのか、その過程を執筆




　⑦ 利用者・家族等への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように利用者や家族に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共有理解を図ってきたのか、その過程を執筆




２．モデル事業の実施内容

（1）モデル事業の実施体制
　① モデル事業実施にあたっての事業者側の体制

	・プロジェクトチームや職員リーダーの設置など、その実施体制を図示して執筆




　② 職員や利用者のスキルアップのための研修体制

・実施（受講）してきた研修名（見学先施設名）、その目的と効果、参加者、などを列記して執筆
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（2）モデル事業に基づく工賃アップのための具体的な行動

・各職員（利用者）が具体的にどのように行動したかを記載（※時系列で記載）
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３．モデル事業における効果の検証（※具体的数値の向上・意識の変化について執筆）
① 利用者にとってどのような効果があったか

	（施設側からの視点）

（利用者からの声（※アンケートやインタビューの実施など））




　② 職員にとってどのような効果があったか

	（施設長側からの視点）

（職員側からの視点（※職員への聞き取りの実施など））



　③ 施設全体にとってどのような効果があったか

	・施設･法人全体の視点でどのような効果があったのかを執筆




４．コンサルタントに対する評価
	


５．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	


６．19年３月（モデル事業終了）以降の最終目標達成までの具体的なすすめ方
	・今後の実施体制や予算なども含めて執筆




７．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・モデル事業実施施設の立場から－今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイスなどを執筆




